
1 

 

 

 

※報告者、報告タイトル、会場教室は変更になる場合もあります。会場は新町キャンパス臨光館２階です。 

 

 

1 日目：11 月 8 日（土） 

 

13：00 開場（受付：新町キャンパス臨光館２階） 

 

13：30～16：30 共通論題「戦時下のロシア：社会・文化・政治・経済 I」（R201） 

司会：雲和広（一橋大学） 

報告 1：佐藤親賢（共同通信 前モスクワ支局長）「ウクライナ戦争におけるプーチン政権の目的とロシア

国民の受け止め」 

報告 2：権平恒志（NHK 前モスクワ支局長 招待講演）「“口を閉ざす社会”をつくりあげるプーチン政権

～無関心でいられない人々の闘いと抑圧の実態～」 

報告 3：徳山あすか（在ロシアジャーナリスト 招待講演 オンライン）「クルスクは解放されたのか？住民

の運命の分かれ道」 

討論者：浜由樹子（東京都立大学） 

 

16：30～16：40 休憩 

 

16：40～17：40 総会 （R201） 

 

18：00～20：00 懇親会（室町キャンパス 寒梅館 1F アマーク・ド・パラディ） 

 

 

 

ロシア・東欧学会 

2025 年度研究大会 プログラム 

2025年 11 月 8 日（土）、9 日(日)、対面開催 

於 同志社大学新町キャンパス（臨光館） 

主催：ロシア・東欧学会 
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2 日目：11 月 9 日（日） 

 

9：00 開場（受付：新町キャンパス臨光館２階） 

 

9：30～12：00 共通論題「戦時下のロシア：社会・文化・政治・経済 II」（R201） 

司会：安達祐子（上智大学）、雲和広（一橋大学） 

報告 1：松里公孝（上海外国語大学）「露ウ戦争とロシアの未来構想」 

報告 2：五十嵐徳子（京都外国語大学）「ロシアの生活状況を垣間見る：サンクト・ペテルブルクを中心とし

た訪問記（2020-2025 年）」 

報告 3：梅津哲也（日本貿易振興機構）「ウクライナ侵攻 3 年を経て変化したビジネス環境と非友好国企

業の動き」 

討論者：土田陽介（三菱UFJ リサーチ＆コンサルティング）・雲和広（一橋大学）  

 

12：00～13：00 休憩 

 

13：00～15：00 自由論題分科会 1・2・3 

分科会 1 （戦時下のロシア経済）： R204 

司会：道上真有（新潟大学）  

報告 1：田畑伸一郎（北海道大学名誉教授）・横川和穂（神奈川大学）「戦時下ロシアにおける連邦と地域

の財政関係：サハ共和国を事例として」 

討論者：藤原克美（大阪大学） 

報告 2：日臺健雄（和光大学）「戦時下ロシアにおける国家主導資本主義の一側面：国民福祉基金と

財政ルールを中心に」 

討論者：杉浦史和（帝京大学） 

報告 3：志田仁完（西南学院大学）「ロシア企業経営者による犯罪行為の決定要因」 

討論者：武田友加（九州大学） 

 

分科会 2 （民族・社会・言語）： R205 

司会：神原ゆうこ（北九州市立大学） 

報告 1：高倉浩樹（東北大学）「ロシア・ウクライナ戦争とシベリア先住民のモンゴルへの避難と適応」 

討論者：櫻間瑛（大阪大学） 

報告 2：岡林聡子（高知市役所子ども家庭支援センター）・雲和広（一橋大学）「キルギスの発育阻害：社

会疫学的接近」 

討論者：河本和子（NIRA総合研究開発機構） 

報告 3：横井幸子（大阪大学）「エストニアにおける外国語教育政策とロシア語：ネクサス分析を用いて」 

討論者：黒岩幸子（京都外国語大学） 

 

 



3 

分科会 3 （政治）： R207 

司会：立花優（北海道大学） 

報告 1：佐藤良樹（同志社大学・院）「ヴェニゼロス政権期のギリシャにおける社会的緊張と国民統合−マ

ケドニア地域の少数民族・難民問題と 1929年「社会秩序維持法（Ιδιώνυµο）」をめぐって−」 

討論者：鈴木健太（神田外語大学） 

報告 2：鳥飼将雅（大阪大学） “More Than a "Russian Agent": Contextualizing the Rise of Ilan 
Şor's Parties in Moldovan Party Politics” 

討論者：吉井昌彦（岡山商科大学） 

報告 3：佐藤圭史（北海道医療大学）「ガガウズ自治共和国「自治権」に関わる政治的合理的選択」 

討論者：上垣彰（西南学院大学名誉教授） 

 

15：00～15：10 休憩 

 

15：10～17：10 自由論題分科会 4；  15：10～16：30 自由論題分科会 5 

分科会 4 （外から見たロシア、外から来たロシア）： R204 

司会：富山栄子（事業創造大学院大学） 

報告 1：櫻間瑞希（大阪大学）「ウクライナ侵攻後にロシアから移動したタタール人は何をもたらしたか－

アルマトゥのタタール人社会に見る危機、移動、記憶」 

報告 2：松本かおり（神戸国際大学）「レロカントの教育戦略：ウズベキスタンの事例から」 

報告 3：徳永昌弘（関西大学）「ロシア語とその話者をめぐる「利益」と「矜持」の葛藤－ウズベキスタンの

IT ビジネスをめぐるナラティブの分析」 

討論者：竹内大樹（舞鶴工業高等専門学校） 

 

分科会 5 （戦時下ロシアのビジネス・労働）： R205 

司会：岡崎拓（羽衣国際大学）  

報告 1：堀江典生（富山大学）「労働力不足と反移民感情の間で：ロシア戦時体制下の労働市場と移民規

制」 

討論者：新井洋史（新潟県立大学） 

報告 2：金盾（北海道大学・院）「ロシアにおける中国自動車企業の進出戦略：制度的距離の課題と企業

の対応策」 

討論者：堀内賢志（静岡県立大学） 

 

17：10 閉会 

 

2025 年度研究大会企画委員会 

企画委員長：雲和広（一橋大学） 

企画委員：安達祐子（上智大学）、立石洋子（同志社大学）、浜由樹子（東京都立大学） 
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報告要旨・要旨集と報告ペーパーのウェブ掲載 

報告要旨・要旨集および報告ペーパーは、大会ウェブサイト（https://sites.google.com/view/jarees20

25）にて随時掲示します。報告要旨・ペーパーダウンロード用のパスワードは、 です。 

報告要旨集および報告ペーパーの郵送は行いませんので、事前にダウンロードしてご利用ください。 








